
募金百貨店プロジェクトの概要01
岐阜県共同募金会大垣市支会では、赤い羽根共同募金運動の一環として
社会貢献を目的とした寄付金付きの商品・企画を集め、「募金百貨店プロ
ジェクト」を実施するため、協力企業様を募集しています。

本プロジェクトが目指すもの

企業等における「寄付金付き商品」の企画・販売を通して、赤い
羽根共同募金の取り組みについて理解を深め、大垣市内における
募金活動の啓発を図る。
地域住民が商品を購入することにより、「自分のまちを良くする
しくみ」に参加・協力できる。
募金額の増加・財源の安定化を図ることができる。

赤い羽根共同募金のしくみ

地域の福祉団体等からの助成の申請を基に必要とされる目標額を
毎年定めてから寄付を募る「計画募金」です。
集まった募金の約7割は大垣市内、約3割は岐阜県内の広域的な活
動や災害時の備えとして翌年度に配分されます。
子育て世代～高齢者に関する幅広い事業、障がい者施設や保育施
設の整備費用等、さまざまな民間の地域福祉活動に役立てられて
います。

方　　法

１.企業等において、「寄付金付き商品」を企画・立案し、店舗等に
 　おいて販売していただきます。
２.お客様が「寄付金付き商品」を購入した場合、売上の一部を共同　
 　募金会大垣市支会へ寄付していただきます。
３.翌年度、福祉団体等へ配分されます。

1



協力企業様のメリット02

２
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本業を活かして社会貢献ができます

寄付金は、共同募金会を通じて市内の社会福祉施設、
団体に配分され、地域の福祉課題を解決するための
財源となります。

3

イメージアップ及び販売促進につながります
お客様にとっても負担なく地域貢献ができるため、
企業のイメージアップ、売上増加につながると考え
ます。大垣市社会福祉協議会のHP、SNS等でも協力
企業様及び商品のご紹介をさせていただきます。
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既存の製品・商品で参加できます
継続可能な無理のない寄付額で、概ね売上の１％～
１０％程度を目安として、寄付額を自由に設定して
いただけます。

例）対象商品１個につき売上の１％を寄付

寄付金は全額損金算入できます

税制上の優遇措置が適用され、法人からの寄付は
全額を損金の額に算入することができます。



ご協力の流れ

１ 　岐阜県共同募金会大垣市支会へご連絡ください。
　寄付金付き商品の企画を立案・策定します。

２ 　商品決定後、本プロジェクトに登録（様式１号）
　覚書を締結します（様式３号）

３ 　広報活動・商品の販売（概ね10月1日～12月31日）

４    報告（様式２号）・共同募金会大垣市支会へ送金

実施スケジュール03

３

募金百貨店ご協力の流れは以下のとおりです

商品決定・登録・覚書締結

寄付金付き商品の販売

報告・送金

8月・9月 1月10月 11月 12月

・商品の販売期間は、赤い羽根共同募金運動の期間に合わせて概ね10月1日～12月31日を
　想定しておりますが、自由に設定していただけます。

・商品や店頭で使用するPOP、シール等は当会にて準備いたします。
　必要に応じてデータでのお渡しも可能です。

スケジュール詳細

補足事項



その他の募金方法について

４

「法人募金」として市内の企業様へご寄付をお願いしております。

当会では、さまざまな方法で赤い羽根共同募金にご協力いただける
企業様を募集しております。ご無理のない範囲でご協力いただけま
すと幸いです。
ご不明な点は下記連絡先までお問い合わせください。

〒503-0922　大垣市馬場町124　大垣市総合福祉会館内

岐阜県共同募金会大垣市支会（大垣市社会福祉協議会内）

0584-78-8182
akaihane@ogakishakyo.or.jp

担当：地域のふくし相談課　竹中・春田
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法人募金について

・金額：一口1,000円以上
・方法：振り込みまたは現金（振り込みの場合は所定の用紙がございます）

募金箱設置について

店舗等において、赤い羽根共同募金の募金箱を設置していただける企業様を
募集しております。

＜募金箱イメージ＞

インスタグラム HP

卓上募金箱
羽根、チラシは
取り外し可能
南京錠付

ドラえもん
卓上募金箱
紙製

問い合わせ先


